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直管型ＬＥＤランプ直管型ＬＥＤランプ  
～ＥＬＭＩＣＡシリーズ～～ＥＬＭＩＣＡシリーズ～

株式会社寺田電機製作所株式会社寺田電機製作所
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省エネ・ＣＯ２削減・・・環境保護に世界の注目が集中

• 第３回気候変動枠組条約締約国会議（ＣＯＰ３）による京都議定書の制定

• 日本国民的プロジェクト「チャレンジ２５」発足

• 省エネ法改正によるエネルギー使用量（原油換算１,５００㌔㍑以上）の

 企業への、経済産業局への届出・管理・定期報告の義務化

 （２０１０年４月より施行：罰則あり）

さらに先の未曾有の大震災での影響で、節電が必要に
ピーク期間、時間帯の最大使用電力を

• 大口需要家（契約電力５００ｋＷ以上）

 

２５％抑制

• 小口需要家（契約電力５００ｋＷ未満の事業者）

 

２０％抑制

• 家庭・個人

 

１５～２０％抑制

弊社はエネルギー資源の有効活用に活かせる製品の取り扱いの一環として、弊社はエネルギー資源の有効活用に活かせる製品の取り扱いの一環として、

 直管型ＬＥＤランプ「ＥＬＭＩＣＡ」の販売を開始いたしました。直管型ＬＥＤランプ「ＥＬＭＩＣＡ」の販売を開始いたしました。

原子力発電所の事故により、原子力での発電方法が見直される。よって、節電対策に

 
ついては長期的目線で検討しなければならない課題となる。
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製品特徴

ＥＬＭＩＣＡシリーズ １Ｗあたりの総合発光効率を徹底し設計された製品

総合発光効率
 

を実現！！

発光効率とは単位電力当たりの出力であり数値が高い程よい。

一般的な白熱灯・ハロゲン電球一般的な白熱灯・ハロゲン電球

電球型蛍光灯電球型蛍光灯

現在主流のインバーター蛍光灯現在主流のインバーター蛍光灯

LED照明の発光効率は蛍光灯レベルに達している

約10～20

 
ｌｍ/W

約60

 
ｌｍ/W

約80～110

 
ｌｍ/W
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設計・製造・部材について
開発・設計・製造を全て国内メーカで行う事により安全性・高性能・高品質を実現しました。

主要部品を国内大手メーカーより調達

豊田合成
特許

国内大手メーカー(三菱化学)の
ポリカーボネート製チューブを使用。

難燃性等級：ＵＬ９４

 
Ｖ－０

Ｌ
Ｅ
Ｄ
素
子

チ
ュ
ー
ブ

㈱藤岡寺田電機製作所にて
製造を実施。

※【ＩＳＯ9001】【ＩＳＯ14001】取得工場

トッパン・フォームズ株式会社

株式会社寺田電機製作所お客様

安定化電源は電気用品安全法に基づき

 ＰＳＥマーク認証品を採用

安
定
化
電
源
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蛍光灯とＬＥＤ照明の比較

蛍光灯（４０Ｗタイプ） 直管型ＬＥＤランプ（４０型）

サイズ

寸法（管部） １１９８ｍｍ×２５．５ｍｍφ １１９８ｍｍ×３０ｍｍφ

重量（管部） 約２５０ｇ 約２５０ｇ

寸法（電源部） １８５ｍｍ×４２．４ｍｍ×３０．２ｍｍ

重量（電源部） 約８００ｇ 約２５０ｇ

口金 規格 Ｇ１３ Ｇ１３

定格ランプ電力 （消費電力（Ｗ）） ４０ １９

ランプ電流 （ｍＡ） ２５５～４２５ ４２５

 

±３％

全光束 ｌｍ（ルーメン） 約３，５２０ｌｍ 約２，１００ｌｍ

色温度 Ｋ（ケルビン） ５，０００Ｋ ５，０００Ｋ

演色性 Ｒａ ８４ ７０

定格寿命 時間 １２，０００ ４０，０００（初期照度の７０％になる時間）



6

配線工事仕様図

切断箇所



7

配光曲線図

配光曲線の見方（引用図）
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製品仕様（４０型タイプ）
項目 内容

外観

寸法（ＬＥＤ管部） １１９８ｍｍ×３０ｍｍφ

重量（ＬＥＤ管部） 約２５０ｇ

寸法（電源部） １８５ｍｍ×４２．４ｍｍ×３０．２ｍｍ

重量（電源部） 約２５０ｇ

ＡＣ入力

入力電圧範囲 ＡＣ１００Ｖ～ＡＣ２００±１０％

周波数 ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ

消費電力 １９Ｗ（電源部含む）

ＤＣ入力 入力仕様 ＤＣ３８Ｖ

 

４２５ｍＡ±３％

性能

使用ＬＥＤ 豊田合成社製ＬＥＤ

 

２１６個

色温度 昼白色

 

５，０００Ｋ

全光束 約２１００ｌｍ

照度 約５００ｌｘ（直下１ｍ）

演色性 Ｒａ＝７０

ＬＥＤ寿命
約４０，０００時間（初期照度の７０％になる時間）

条件＝周囲温度２５℃時

材質
安定化電源本体 金属ケース

ＬＥＤ管部 半透明ポリカーボネイト（難燃性等級：Ｖ－０

 

※１）
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製品仕様（４０型タイプ）
項目 内容

環境 温度
動作時：－１０℃～３５℃（屋内使用に限る）

保存時：－２０℃～４５℃

規格

口金 Ｇ１３

エミッション規格 ＪＩＳ

 

Ｃ

 

６１０００－３－２

 

クラスＣ機器

 

準拠

 

※２

ＶＣＣＩ クラスＢ

 

準拠

 

※３

ＣＩＳＰＲ ＣＩＳＰＲ

 

１１、ＣＩＳＰＲ

 

１５、ＣＩＳＰＲ

 

２２

 

準拠

 

※４

ＲｏＨＳ指令 鉛フリー対応

※２

 

日本工業規格ＪＩＳ

 

Ｃ

 

６１０００－３－２（高調波電流発生限度値）では、電子機器を下記のようにクラスＡ～クラスＤに分類し、
高調波電流の限度値を規定しています。
・

 

クラスＡ：平衡3相機器および他のクラスに属さないすべての機器

 
・

 

クラスＢ：手持ち形電動工具

 
・

 

クラスＣ：照明機器

 
・

 

クラスＤ：特殊な電流波形の６００Ｗ以下の機器

※３

 

電磁波障害については、ＶＣＣＩ（情報処理装置等電波障害自主規制協議会）が自主規制を行っています。
商業地域・商工業環境で使用する情報処理装置に適用される規格を「ＶＣＣＩ

 

クラスＡ」、家庭環境・住宅環境で

 

使用する
情報処理装置に適用される規格を「ＶＣＣＩ

 

クラスＢ」としています。クラスＡでは事業所等での使用を前提としており、
シールドラックや情報処理室等へ設置することを想定されているため、クラスＢよりもおだやかな規制となっています。
したがって、クラスＢはより厳しい規制となっています。

※４

 

ＣＩＳＰＲ（国際無線障害特別委員会）は電気・電子機器から発する電磁波障害について、

 

測定法・許容値などの規格を
国際的に統一することを目的に設立。
ＣＩＳＰＲ

 

１１：工業、科学、医療（ＩＳＭ）向け高周波機器の電磁妨害の特性の許容値及び測定法
ＣＩＳＰＲ

 

１５：電気照明及び類似機器の無線妨害波特性の許容値及び測定法
ＣＩＳＰＲ

 

２２：情報技術設備の無線妨害特性許容値及び測定法

※１

 

材料の難燃性の尺度としては

 

ＵＬ９４

 

によるものが広く用いられており、判定は規定された寸法の試験片にガスバーナーの
炎を当てて試験片の燃焼の程度を調べる燃焼試験によって行なわれます。ＵＬ９４

 

に基づく一般的な材料の難燃性の等級と
しては、５ＶＡ、５ＶＢ、Ｖ－０、Ｖ－１、Ｖ－２、そしてＨＢ

 

(難燃性の高いものから順に) があります。
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製品仕様（１１０型タイプ）
項目 内容

型式 ＥＦＬ－１１０Ｓ－１０５ＮＷ

外観

寸法（ＬＥＤ管部） ２３６７ｍｍ×３０ｍｍφ

重量（ＬＥＤ管部） 約５００ｇ

寸法（電源部） １８５ｍｍ×４２．４ｍｍ×３０．２ｍｍ

重量（電源部） 約５００ｇ

 

※２台使用時

ＡＣ入力

入力電圧範囲 ＡＣ１００Ｖ～ＡＣ２００±１０％

周波数 ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ

消費電力 ３８Ｗ（電源部含む）

 

※１９Ｗ電源を２台使用

ＤＣ入力 入力仕様 ＤＣ３８Ｖ

 

４２５ｍＡ±３％×２ＣＨ

性能

使用ＬＥＤ 豊田合成社製ＬＥＤ

 

４３２個

色温度 昼白色

 

５，０００Ｋ

全光束 約４０００ｌｍ

照度 約６５０ｌｘ（直下１ｍ）

演色性 Ｒａ＞７０

ＬＥＤ寿命
約４０，０００時間（初期照度の７０％になる時間）

条件＝周囲温度２５℃時

材質
安定化電源本体 金属ケース

ＬＥＤ管部 半透明ポリカーボネイト（難燃性等級：Ｖ－０

 

※１）
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製品仕様（１１０型タイプ）
項目 内容

環境 温度
動作時：－１０℃～３５℃（屋内使用に限る）

保存時：－２０℃～４５℃

規格

口金 Ｒ１７ｄ

エミッション規格 ＪＩＳ

 

Ｃ

 

６１０００－３－２

 

クラスＣ機器

 

準拠

 

※２

ＶＣＣＩ クラスＢ

 

準拠

 

※３

ＣＩＳＰＲ ＣＩＳＰＲ

 

１１、ＣＩＳＰＲ

 

１５、ＣＩＳＰＲ

 

２２

 

準拠

 

※４

ＲｏＨＳ指令 鉛フリー対応

※２

 

日本工業規格ＪＩＳ

 

Ｃ

 

６１０００－３－２（高調波電流発生限度値）では、電子機器を下記のようにクラスＡ～クラスＤに分類し、
高調波電流の限度値を規定しています。
・

 

クラスＡ：平衡3相機器および他のクラスに属さないすべての機器

 
・

 

クラスＢ：手持ち形電動工具

 
・

 

クラスＣ：照明機器

 
・

 

クラスＤ：特殊な電流波形の６００Ｗ以下の機器

※１

 

材料の難燃性の尺度としては

 

ＵＬ９４

 

によるものが広く用いられており、判定は規定された寸法の試験片にガスバーナーの
炎を当てて試験片の燃焼の程度を調べる燃焼試験によって行なわれます。ＵＬ９４

 

に基づく一般的な材料の難燃性の等級と
しては、５ＶＡ、５ＶＢ、Ｖ－０、Ｖ－１、Ｖ－２、そしてＨＢ

 

(難燃性の高いものから順に) があります。

※３

 

電磁波障害については、ＶＣＣＩ（情報処理装置等電波障害自主規制協議会）が自主規制を行っています。
商業地域・商工業環境で使用する情報処理装置に適用される規格を「ＶＣＣＩ

 

クラスＡ」、家庭環境・住宅環境で

 

使用する
情報処理装置に適用される規格を「ＶＣＣＩ

 

クラスＢ」としています。クラスＡでは事業所等での使用を前提としており、
シールドラックや情報処理室等へ設置することを想定されているため、クラスＢよりもおだやかな規制となっています。
したがって、クラスＢはより厳しい規制となっています。

※４

 

ＣＩＳＰＲ（国際無線障害特別委員会）電気・電子機器から発する電磁波障害について、

 

測定法・許容値などの規格を
国際的に統一することを目的に設立。
ＣＩＳＰＲ

 

１１：工業、科学、医療（ＩＳＭ）向け高周波機器の電磁妨害の特性の許容値及び測定方法
ＣＩＳＰＲ

 

１５：電気照明及び類似機器の無線妨害波特性の許容値及び測定法
ＣＩＳＰＲ

 

２２：情報技術設備の無線妨害特性許容値及び測定方法
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製品写真（４０型タイプ）

消灯状態

点灯状態
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